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含有成分に関する資料





3,4-ベンツピ
レン

1,2,5,6-ジベ
ンゾアントラ
セン

3-メチルコラ
ンスレン

ホルムアル
デヒド

フェノール類

ｐｐｂ ｐｐｂ ｐｐｂ ｐｐｍ ｗ／ｖ ％

1 クヌギ Ｈ１４．１１．２０ ８０～１２０ <0.1 <0.1 <0.1 530 0.2

2 クヌギ Ｈ１４．１２．１ ８０～１２０ 0.2 <0.1 <0.1 68 0.2

3 アラカシ Ｈ１５．３月中旬 ８０～１２０ <0.1 <0.1 <0.1 380 0.3

4 タケ Ｈ１５．３月中旬 ８０～１２０ <0.1 <0.1 <0.1 730 0.4

5 タケ Ｈ１４．１１月中旬 ８０～１２０ <0.1 <0.1 <0.1 550 0.7

6 コナラ Ｈ１５．１月中旬 ８０～１２０ <0.1 <0.1 <0.1 530 0.4

7 ウバメガシ Ｈ１５．３月下旬 ８０～１２０ <0.1 <0.1 <0.1 250 0.3

8 スギ Ｈ１５．６．６ ８０～１２０ <0.1 <0.1 <0.1 900 0.3

9 マツ Ｈ１４．１月頃 ８０～１２０ <0.1 <0.1 <0.1 210 0.1

10 モウソウタケ Ｈ１５．７．１１ ８０～１５０ <0.1 <0.1 <0.1 670 0.4

11 モウソウタケ Ｈ１６．３．２０ ８０～１５０ <0.1 <0.1 <0.1 420 0.5

12 モウソウタケ Ｈ１６．４．１０ １５０ <0.1 <0.1 <0.1 860 0.5

13 モウソウタケ Ｈ１６．４．４ ８０～１５０ <0.1 <0.1 <0.1 770 0.4

14 タケ Ｈ１５．１２ ８０～１５０ <0.1 <0.1 <0.1 470 0.4

15 タケ Ｈ１６．４．１２ ９０ <0.1 <0.1 <0.1 170 0.5

16 タケ Ｈ１６．４．２０ １０８ <0.1 <0.1 <0.1 420 0.4

17 タケ Ｈ１６．４．２０ １４０ <0.1 <0.1 <0.1 31 0.4

18 スギ Ｈ１６．４．２ １２０ <0.1 <0.1 <0.1 39 0.3

19
コナラ
ミズナラ

Ｈ１５．１月 ８０～１５０ <0.1 <0.1 <0.1 280 0.3

20
コナラ
ミズナラ

Ｈ１５．１２．１５ １２０ <0.1 <0.1 <0.1 220 0.2

21
コナラ
ミズナラ

Ｈ１６．２．２０ ８５～１４０ <0.1 <0.1 <0.1 270 0.2

22
コナラ
ミズナラ

Ｈ１６．４．２０ ８０～１５０ <0.1 <0.1 <0.1 320 0.2

23
コナラ
ミズナラ

Ｈ１６．３．１８ ８０～１２０ <0.1 <0.1 <0.1 250 0.2

24
コナラ
ミズナラ

Ｈ１６．３月 ８０～１５０ <0.1 <0.1 <0.1 160 0.3

25
コナラ
ミズナラ

Ｈ１６．４．１５ ９０～１５０ <0.1 <0.1 <0.1 180 0.3

26
コナラ
ミズナラ

Ｈ１６．３．１８ ９０～１５０ <0.1 <0.1 <0.1 150 0.2

27
コナラ
ミズナラ

Ｈ１６．２月 ９０～１３０ <0.1 <0.1 <0.1 240 0.3

28 アラカシ Ｈ１６．３．２９ ８０～１５０ <0.1 <0.1 <0.1 190 0.5

29 アラカシ Ｈ１６．３．１５ ８０ <0.1 <0.1 <0.1 470 0.3

30 アラカシ Ｈ１４．１０．５ ８０～１５０ <0.1 <0.1 <0.1 170 0.2

31 スギ・ヒノキ Ｈ１６．３．２０ １００～１２０ <0.1 <0.1 <0.1 670 0.2

32
アラカシ・ク
ヌギ・ミカン

Ｈ１６．３．２８ ８０～１２０ <0.1 <0.1 <0.1 170 0.3

33 アラカシ Ｈ１６．３．２３ ８５～１３０ <0.1 <0.1 <0.1 190 0.3

34 アラカシ Ｈ１６．３．１５ ８０～１２０ <0.1 <0.1 <0.1 390 0.2

35 アラカシ Ｈ１５．１２．１８ ８０～１２０ <0.1 <0.1 <0.1 380 0.2

36 アラカシ Ｈ１５．１２ ８０～１２０ <0.1 <0.1 <0.1 380 0.3

37
ベイツガ・ス
ギ・ヒノキ

Ｈ１６．４．１０ ８０～１２０ <0.1 <0.1 <0.1 3000 0.3

38 クヌギ Ｈ１６．３月 ８０～１５０ <0.1 <0.1 <0.1 180 0.3

39 コナラ等 Ｈ１６．２月 ８０～１５０ <0.1 <0.1 <0.1 270 0.2

0.05 <0.1 <0.1 424 0.3

備考：(1)分析は　（財）日本食品油脂検査協会で実施
　　　　(2)分析値の平均の算出に際し、検出限界以下のサンプルには検出限界の１／２の値を便宜上置いている。

排煙口温度が80～150℃で採取し、３ヶ月以上静置した木酢液等３９サンプルの成分分
析結果（太字は薬効・安全性試験に用いたサンプル）
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平均値

試料番号
採取時の
排煙口温
度℃

採取月日樹　　種





3,4-ベンツピレン
1,2,5,6-ジベ
ンゾアントラ
セン

3-メチルコラ
ンスレン

ホルムアル
デヒド

メタノール ギ酸

ppb ppb ppb ｗ／ｖ ％ ｗ／ｖ ％

1 不明 < 1 < 1 － 0.01%以下 0.18% －
北大農学
部

2 不明 < 1 － － 280ｐｐｍ － －
日本冷凍
食品検査
協会

3 不明 － － － － 0.10% 0.08%
日本食品
分析セン
ター

4 不明 <　0.05 － － － 0.28% 0.03%
日本食品
分析セン
ター

5 不明 <　0.05 － － － 0.0138% －
日本食品
分析セン
ター

6 不明 － － － － ＮＤ 0.31% 大幸ＴＥＣ

7 不明 <　0.0２ < 2 < 1 － － －
北陸公衆
衛生研修
所

8 不明 < 1 < 1 － 0.0050% 0.14% －
群馬環境
技研

9 不明 < 1 < 1 － 0.0170% 0.39% －
群馬環境
技研

10 不明 < 1 < 1 － 0.0011% 0.39% －
群馬環境
技研

オガライト未蒸
留・未分別

5,500 2,200 2,800 ４６０ｐｐｍ － －
　（財）日本
食品油脂
検査協会

オガライト１回目
蒸留

0.1 <　0.0１ <　0.0１ ９４ｐｐｍ － －
　（財）日本
食品油脂
検査協会

オガライト２回目
蒸留

<　0.0１ 分析せず 分析せず ２５ｐｐｍ － －
　（財）日本
食品油脂
検査協会
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分析機関

11

蒸留木酢液の成分分析結果

試料番号 樹　種（原料）等




